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【概要 】　 レ
ーザー光 で生体組織 を照射 し、表面か ら 1mm 程度 の 深 さの 毛細血管レ ベ ル の

組織 の 血流 量 を連続的に 測定す る装置で す。
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図 1 ： レ

ーザー血流計

【原理 】 レ
ーザー血流計 FLO シ リ

ーズ は レーザー光 を組織 に照射 し、散乱 され た 光の
一

部を受光部で と らえ演算処理 します。

組織内に 入 射 され た レ
ーザー光は ，散 乱を繰 り返 しなが ら広 が っ て行 きます．流れ て い る血

液に 当た っ た 光は 、そ の 速度 に応 じ て 周波数変調 を受 け ます。また 、そ の 血液 の 量に応 じて

変調 を受 け た 光の 強 さが 変化 し ます 。波長 の 変化 と光 の 強 さか ら組織 内 の 血 流量 を 演算 し

ます。

【種類 】

1 ）非接触測定 （型式 FLO − Nl ）

プ ロ
ーブを測定部位か ら離 し て （30mm 以内）測 定で きます。測定範囲は 離 した距離 の

約 1／ 2 の 直径 円 内で深 さ約 1mm の 円盤状で す。

非接触測定の 問題点 で ある表 面反射 光 （組織 表面で反射 して 直接プ ロ ーブ に帰 っ て くる光

図 2 参照 ）の 影 響 を受 けな い こ とが 特徴で す。これ に よ っ て 、プ ロ
ーブ の 角度 に よっ て も

値が 変化せ ず 、広範 囲に、組 織へ の 接触 の 影響もな く測定で き、再現性 に優れて い ます。

多点測 定、ス ポ ッ ト測 定に適 して お ります。

散

　 　　 　　図 2 の 説 明

　 受光 した光 は散乱光 と表面反射 光

　　が含ま れ て い ます。散乱 光は血流

　　　 の 情報が含まれ て い ますが
、 表面

　　　 反射 光は含まれ て い ませ ん 。表面

　 反射光が多 くなれ ば血 流値 は実際

　　　 よ り小 さく演算 され て しま い ま

　 　　 す n

図 2 ： 表面 反 射光
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2 ＞接触測定 （型式 FLO − C1 ）

プ ロ ーブ を直接組織に 当て て測定 します 。測定範囲は約 1mm 半球です。微 小 な範囲 を測定

す る ため 、高 い 分解能が あ ります．プ ロ
ーブは 小 型化 が 可能で 、用途に あわ せ て 多種の プ ロ

ーブが あ ります。通 常皮膚で はテ
ープ等で貼 りつ け て使用 します。

注意 ： プ ロ
ーブ の 大 きさに 関わ らず

　　　　 測定範囲は光が 当た っ た部分

　　　　 約 1mm で す e

図 3 ：接触 プ ロ ーブ

【新製品】

1 ．ジ ョ イ ン ト式プ ロ
ーブ

先端部分 （ジ ョ イ ン トフ ァ イ バ ー）が 使 い 捨て に で き、専用 コ ネ ク タ
ー

で ジ ョ イ ン トプ ロ

ーブ に接続 して使用 する 方式 の プ ロ
ーブで す e 先端 部は 温 度セ ン サ

ー
と
一

体化 させ た り、発

汗カ プセ ル に埋 め込 ん だ りと 自由に加 工 で きます 。 ま た 、 先端 部が 壊れ て も 専用 工 具 を使用

して そ の 部分 か ら加 工 して 再度 使用で きます。また、複数 箇所 に ジ ョ イ ン トフ ァ イバ ーを貼

り付 けて 、使用す る ときに プ ロ ーブ に接続 し て使 用す るこ ともで きます。

ジ ョ

ジ ョ

バ ー

図 4 ジ ョ イ ン トプ ロ
ーブ

2 ．専用 キ ャ リブ レ
ー

タ
ー

に よ る血流計の 検査

レ
ーザー血 流計を複数使用 する こ とが 多 くな っ て 来ま した 。また 、 長年 の 使 用で 正 し い 値を

示 して い る の か と不 安に な り 、 検査 の 必 要性 が 生 じて い ます 。 こ の よ うな ご要望に お 答え し

て 、キ ャ リブ レ ー
タ

ーを貸 し出 し させ て い ただ くこ とに し ま した。レ ーザー血 流計 を送 っ て

い た だ くこ ともで きます。
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方法

レーザー血流計

A ：基 準器 B ： 試験器 1 C ： 試験器 2

図 5 キ ャ リブ レ ーター使用方 法

キ ャ リブ レ ーシ ョ ン 方 法は、基準器 となる レ
ーザー血流計に キ ャ リブ レ

ー
タ プ ロ ーブ を接

続 します。キ ャ リブ レ
ー

タプ ロ
ーブの 筒 の 中はブ ラ ウン 運 動 をす る粒子 が入 っ てお り 、 ある

一
定 の FLOW 値 を示 しま す。次 に試験器 1 、試験器 2 と接続 して 同様 に FLOW 値 を求

め ます。値が 基 準器 と異な っ て い た 場合 は 、そ の 値の 比 率で測 定データを較 正 で きます。ま

た、当社にお い て較 正す る こ とも可能 です。

レ
ーザー

組織血液酸素モ ニ ター

【概要 】脳 や筋 肉な どの 組織酸素化血 液量 、組織脱酸素化血 液量、組織血液量 を非侵襲で 連

続的 に測定す る装置 で す、脳循環 モ ニ タ
ー

や運動中の 筋肉代謝測定な どに適 して い ます 。

BOM − L1 シ リーズ は半導体 レ
ーザー

を用 い て い る の で発 光波長の 幅が 非常 に狭 く 、
互

い の 発 光波長 に重 な らない た め に 、 S ／ N 比 の 高 い 測定が可 能 で す。また、半導体 レーザ ー

の 安定発光 シ ス テ ム に よ り演算処理 速度を速 くす る こ とが で きるの で 細か い 変動 が観察 で

き ます。

図 6 レ ーザー組織血 液酸素モ ニ ター

【原理 】 BOM − L1 シ リーズ は波長 の 異 なる 2 〜 3種類 の レ
ーザー

光を組織に 照射 し 、

吸収 、散乱 された 光 を受 光部 で と らえ演算処理 します。

酸素化 ヘ モ グ ロ ビ ン と脱酸素化 ヘ モ グ ロ ビ ン の 光吸収係数 は、光の 波長 によ っ て 異な りま

す。各 レ
ーザー

光の 吸収度合 い の 差か ら、生体 組織 中の 酸素化 ヘ モ グ ロ ビ ン と脱酸 素化 ヘ

モ グ ロ ビ ン 、酸素飽 和度 を演算 します。

測 定深度 は 、組織 に よ ります が 、光 フ ァ イバ ープ ロ
ーブ とデ ィ テ ク タ

ー
間 の 距離 とほ ぼ同程

度 です 。 （図 8 ）　 主 に 1 〜 5cm の 深 さま で の 測定 に使 用 します。
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図 8 測定深 度

【測定例 】足筋 肉エ ル ゴ メ
ータ負 荷

ひ ざの 上 部（外側 広 筋上）に プ ロ ーブ とディ テ ク タ
ー

を 3cm 離 し て 貼 り付 けて 遮光 し 、記

録 した 。 安 定 し て か ら エ ル ゴ メ
ー

タ負荷 を行い 、最後 に カ ブ で 加 圧 し動 静脈 の 血 流 を遮断

した。
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　　図 9 エ ル ゴ メ
ー

タ負荷

【新製品 】表面測定専用機 BOM − LlTRSF

従来の組織血液酸 素モ ニ タ
ー

は筋 肉等 の 数セ ン チの 深 さの 組 織測定 に広 く応用 され て い ま

す。BOM − LlTRSF は 5mm 以 下 の 深 さで も測 定可能 な よ うに皮膚 で の 吸収 が 高 い

波長 の レ ーザ ー光 を初 めて採 用 しま した。こ れ に よ り、皮膚 な どの 血 液動態 が 測定 で きま

す。また セ ン サーも小型化 されて い ま す。
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